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○外交・防衛等の安全保障及び大規模災害等への対応等
の危機管理のために必要な情報の収集を主な目的とし
て、情報収集衛星の開発・運用を行います。

○内閣衛星情報センターは、内閣官房内閣情報調査室の
下に設置された機関として、内閣情報会議(議長は内閣
官房長官、委員は各省次官級、我が国のインテリジェ
ンスに係る基本方針等を総合的に検討。)等に従い、情
報収集衛星の計画的な開発・打上げ及び運用を行いま
す。

情報収集衛星の開発・運用事業
事業期間（平成１０年～）

平成24年度予算額63,002百万円（平成23年度予算額83,492百万円）
内閣衛星情報センター

03-3267-9500

国

委託 JAXA、NICT等の
宇宙開発関連機関

等

○地球上の特定地点を１日１回以上撮像できるよう、光
学衛星２機・レーダ衛星２機から構成される４機体制
を早期に構築し、この体制を安定的かつ継続的に維持
するため、計画的に情報収集衛星の開発・打上げを行
うとともに、宇宙基本計画に基づき、情報の質・量・
即時性の向上等により、情報収集衛星の機能の拡充・
強化を図ります。

＜今後の打上げ予定＞
・平成２４年度：レーダ４号機
・平成２６年度：光学５号機、レーダ予備機
・平成２８年度：光学６号機、レーダ５号機
・平成２９年度：レーダ６号機

○官邸及び各省からの情報要求等を受けて、情報収集衛
星による撮像を行い、必要な判読・分析を加えた結果
を、官邸及び関係省庁に提供します。

事業の内容 事業イメージ

事業の概要・目的

条件（対象者、対象行為、補助率等）

衛星の開発・管制、
要求の整理、
データ処理、分析、
アーカイブ、配付を
一貫して実施
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